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33.3
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38.1

39.6

41.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

授業の最後に、学習内容を振り返る

活動をよく行っていたと思いますか

66.4

57.2

58.0

24.5

29.8

29.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

授業のはじめに、目標（めあて・ねらい）が

示されていたと思いますか

20.9

15.5

13.9

42.6

40.8

39.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

授業の最後に、学習内容を振り返る

活動をよく行っていたと思いますか

49.1

37.1

33.0

37.1

41.4

42.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

授業のはじめに、目標（めあて・ねらい）が

示されていたと思いますか

84.2 15.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

授業のはじめに、目標（めあて・ねらい）を

示す活動を計画的に取り入れましたか

73.0 27.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

授業のはじめに、目標（めあて・ねらい）を

示す活動を計画的に取り入れましたか

３  質問紙調査の結果から  
 

 (1 )   授業における目標 （めあて・ねらい）の  
提示と学習内容を振り返る活動  

学習内容を振り返る活動の実施
  

「目標の提示」や「振り返る活動」について、児童

生徒と学校の捉え方に差があることが分かります。 

授業の目標を児童生徒が主体的に意識できるように

するとともに、本時の学習内容の内面化を図るような

振り返る活動を工夫していきましょう。 

 

 
「 目 標 の

提示」につい

ては、小６・

中３ともに、

肯定的回答

の割合が増

加する傾向

があります。 

「振り返る活動」

については、「よく

行われている」と回

答した児童生徒お

よび「計画的に取り

入れている」と回答

した学校が少ない

ことが分かります。 

37.9 54.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

授業の最後に、学習内容を振り返る

活動を計画的に取り入れましたか

目標 （めあて・ねらい）の提示  

28.2 64.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

授業の最後に、学習内容を振り返る

活動を計画的に取り入れましたか

小 ６ 中 ３ 

小 ６ 中 ３ 

 差 2 3 . 9 %   差 1 7 . 8 %  

7 7 . 0 %  6 3 . 5 %  

9 2 . 1 %  

 差 2 9 . 1 %  

9 2 . 6  

%  

 差 1 5 . 1 %  

はい どちらかといえば、はい

小学校  中学校  

小 学校  中 学校  

ここからは、質問紙調査の中から授業に関
わる項目に焦点を当てて見ていきましょう。 
児童生徒質問紙と学校質問紙の結果から、

どのようなことが分かるでしょうか。 

  

  

  

  

小 ６  中 ３  

 

・ ・ ・児 童 生 徒 質 問 紙  小 学 校  

 

中 学 校  ・ ・ ・学 校 質 問 紙  

はい どちらかといえば、はい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.1

49.0

40.2

37.5

37.8

42.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

話し合う活動をよく行っていたと思いますか

44.5

41.4

29.2

41.6

42.5

45.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

話し合う活動をよく行っていたと思いますか

「児童生徒の考えを深め、

広げる話し合う活動」とする

ために、話し合う活動で様々

な考えを引き出したり、思考

を深めたりできるような発

問や支援を工夫していきま

しょう。 

 

 
「話し合う活動の実施」につい

ては、小６・中３とも肯定的回答

の割合が増加しています。 

その一方で、「考えを深めた

り、広げたりできている」と回答し

た児童生徒の割合は少ないこと

が分かります。 

「考 えを深めた

り、広げたりできて

いる」について肯定

的に回答した児童

生徒ほど、平均正

答率が高いことが

分かります。 

(2 )   話 し合 う活動の実施と児童生徒の思考の深まり・広がり  

話し合う活動の実施  

中 ３ 小 ６ 

「はい」と回答した児童の国語Ｂの平均正答率は 66.8%、「いいえ」と回答

した児童は 50.2%で、その差が 16.6 ポイントであることを示しています。 

はい どちらかといえば、はい どちらかといえば、いいえ いいえ

はい どちらかといえば、はい

児童生徒の「思考の深まり・広がり」  

28.6

24.8

42.3

44.9

23.0

24.1

6.0

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか

23.0

20.1

46.9

48.6

24.1

25.1

5.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか
小 ６ 中 ３ 
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76.3 

45.7 
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34.4 

52.3 49.9 
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80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科Ａ 理科Ｂ

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり

広げたりすることができていると思いますか

小 ６ 

正

答

率 

77.8 
67.0 66.6 

43.5 

65.8 

52.4 

70.1 
58.5 56.5 

33.2 

54.8 
43.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科Ａ 理科Ｂ

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか

正

答

率 

中 ３ 

児童生徒の「思考の深まり・広がり」と教科の平均正答率とのクロス集計  

はい どちらかといえば、はい どちらかといえば、いいえ いいえ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.3 
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小国Ｂ 小算Ｂ 小理Ｂ 中国Ｂ 中数Ｂ 中理Ｂ

自分の考えや意見を発表する

ことは得意ですか

68.3 

47.3 

64.5 67.6 

43.8 
52.6 

40.7 

26.2 

41.0 
47.6 

23.2 
32.4 
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小国Ｂ 小算Ｂ 小理Ｂ 中国Ｂ 中数Ｂ 中理Ｂ

授業で、自分の考えを発表する機会

が与えられていたと思いますか

 発表する機会が与えられていることについ

て、肯定的回答の割合が増加しており、言語活

動の充実が図られていることが分かります。 

今後は、何をどのように発表すればよいか

視点を明確にしたり、自分の考えをまとめて

から発表させたりするなど、指導方法を工夫・

改善していきましょう。 

 

 
 小 学校 ・中学校と

も、８５％以上の児童

生徒が授業で自分の

考えを発表する機会

が与えられていたと回

答しています。 

 発表するこ

とを得意であ

ると感 じてい

る児童生徒は

少ないことが

分かります。 

(3 )  発表すること  

発表する機会  

自分の考えを発表することと教科の平均正答率とのクロス集計  

「はい」と回答した児童は、「小学校国語Ｂ」の平均正答率

が 68.3%、「いいえ」と回答した児童は 40.7%で、その差が

27.6 ポイントであることを示しています。 

正

答

率 

正

答

率 

56.7

48.9

46.3

30.1

35.3

35.8

10.2

12.3

14.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

授業で、自分の考えを発表する機会が

与えられていたと思いますか
小 ６ 

  49.3

37.4

33.5

39.4

45.6

46.8

9.2

13.9

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

授業で、自分の考えを発表する機会が

与えられていたと思いますか
中 ３ 

  

18.9

17.0

17.5

30.9

31.3

31.3

33.9

35.9

36.7

16.3

15.8

14.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

自分の考えや意見を発表することは得意ですか

16.4

15.1

15.2

33.3

34.0

33.3

35.5

37.0

37.7

14.7

13.8

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

自分の考えや意見を発表することは得意ですか中 ３ 小 ６ 

自分の考えを発表することが得意  

小６・中３ともに、「肯定的回答」が増加傾向にあります。特に、Ｈ２６とＨ２７を比

較すると、「はい」と答えた児童生徒の増加の伸びが大きいことが分かります。 

はい どちらかといえば、はい どちらかといえば、いいえ いいえ

小 ６ 中 ３ 中 ３ 小 ６ 

はい どちらかといえば、はい どちらかといえば、いいえ いいえ

はい どちらかといえば、はい どちらかといえば、いいえ いいえ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.0

26.6

29.9

70.6

66.9

62.2

10.4

6.5

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

調べたことや考えたことを分かりやすく

文章に書かせる指導をしましたか

27.6

25.1

31.0

65.8

66.2

61.5

6.6

8.1

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

調べたことや考えたことを分かりやすく

文章に書かせる指導をしましたか

 自分の考えを分かるように気を

付けて書いている児童生徒が増加

しています。今後はさらに、書く

際の視点を明確にさせたり、書い

たものを振り返って再び考させた

りするなど、指導方法の改善を図

っていきましょう。 

 

 
 国語や算数で、「分

かるように書いてい

る」について、「はい」

と回答した小６の割合

は年々増加しており、

同様の傾向は中３で

も見られます。 

国語の授業で、自分

の考えの理由が分かる

ように気を付けて書いて

いる児童生徒ほど、国語

だけでなく、他の教科の

平均正答率も高い傾向

にあることが分かります。 

(4 )  自分の考えを書 くことと考えたことを書かせる指導  

中 学校  

自分の考えを分かるように書 くこと  

81.1 
70.6 69.2 

47.1 

68.8 
56.2 

64.3 

50.4 51.0 

27.3 

47.4 
35.7 
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40.0

60.0
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100.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科Ａ 理科Ｂ

数学の授業で、問題の解き方や考え方が

分かるようにノートに書いていますか

考えたこと等を文章に書かせる指導  

「分かりやすく文章に書かせる指導」について、「はい」と回答した学校

の割合が、中学校では、年々低くなる傾向があることが分かります。 
 

中 ３ 

73.2 68.8 
77.3 
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63.6 63.7 
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43.2 
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49.1 45.4 

0.0

20.0

40.0

60.0
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国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科Ａ 理科Ｂ

国語の授業で、自分の考えを書くとき、考えの

理由が分かるように気を付けて書いていますか
小 ６ 

35.8

31.5

29.0

40.7

42.5

43.9

18.9

21.2

22.0

4.5

4.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６
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国語の授業で、自分の考えを書くとき、考えの

理由が分かるように気を付けて書いていますか
小 ６ 

はい どちらかといえば、はい どちらかといえば、いいえ いいえ

50.9

49.8

49.8

32.9

34.0

34.0

11.8

11.7
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4.2

4.1

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２７

Ｈ２６

Ｈ２５

数学の授業で問題の解き方や考え方が

分かるようにノートに書いていますか
中 ３ 

自分の考えを分かるように書 くことと教科の平均正答率とのクロス集計  

正

答

率 

正

答

率 

小学校  

はい どちらかといえば、はい どちらかといえば、いいえ いいえ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.7 
62.8 

73.3 

42.8 

60.6 60.1 
65.5

47.7
58.3

30.4

52.8

40.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科Ａ 理科Ｂ
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77.4 
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国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科Ａ 理科Ｂ

調査結果の活用と平均正答率とのクロス

集計の結果から、調査結果を学習指導の改善

や指導計画等へ反映させること、また、中学

校においては、対象教科や学年だけでなく、

学校全体で成果と課題を共有することが大

切であることが分かります。 

 

 

(5 )  調査結果の活用  

調査の結果を県などの独自調査の結果

と併せて分析し、教育指導の改善や指導

計画等への反映をよく行ったと回答してい

る学校の割合は増加していますが、全国に

比べると、まだ低いことが分かります。 

全国学 力 ・学 習 状 況 調査の結 果 を地方 公 共団体 における独 自 の学力調 査の結 果 と

併せて分析 し、具 体的な教育指導の改善や指導計画等への反映 を行 っていますか 

全 国 学 力 ・学 習 状 況 調 査 の結 果 を分 析 し、

学 校全体で成果や課題 を共有 しましたか 

「数学Ａ」の平均正答率が、「よく行った」と回答した学校

は65.5%、「ほとんど行っていない」と回答した学校は52.1%

で、その差が 13.4 ポイントであることを示しています。 

H 2 7 栃 木 県 の 小 学 校 :教 科 と の ク ロ ス 集 計 H 2 7 栃 木 県 の 中 学 校 :教 科 と の ク ロ ス 集 計

H 2 7 教 科 と の ク ロ ス 集 計  
よく行った 行った ほとんど行っていない

よく行った 行った ほとんど行っていない 実施していない

32.6
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3.9

8.9
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32.7 59.2 4.4 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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全 国
27.0 60.9 8.2 3.6
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Ｈ２７

全 国
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66.3

60.4
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16.0
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Ｈ２６
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中学校  
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17.2
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Ｈ２７
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Ｈ２５

栃 木

中学校  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  今後の取組について  
 

 
本県では、平成２６年度から「とちぎっ子学力アッププロジェクト」として、「とちぎっ子学習状況調査」を要

とした学力向上に取り組んでいます。全国学力・学習状況調査の結果からは、学校の授業において目標（めあて・

ねらい）の提示が定着してきていること、言語活動の充実に向けた取組が進められていることが分かります。 

一方で、主として活用に関する問題（Ｂ問題）に依然として課題が見られることから、授業における取組が必

ずしも児童生徒の思考力・判断力・表現力等の育成に結び付いていないことがうかがえます。また、自分の考え

を書くことや学校における調査結果の活用については、引き続き課題であることが明らかになりました。 

各学校においては、学びの連続性を重視するとともに、全国学力・学習状況調査結果等を活用し、とちぎの子

どもの確かな学力向上に向け、学校全体で組織的に取り組んでいきましょう。 

 

○ 本リーフレット、「とちぎの子どもたちの確かな学力向上のために ～授業改善に向けた３つの視点～」、「主体的に考え表現できる

子どもを育てるために」、「平成２６年度とちぎの子どもの学力向上を図る授業改善例」、「とちぎの子どもの基礎・基本」問題事

例集〔基礎・基本編〕〔活用編〕は栃木県のホームページから、「全国学力・学習状況調査の報告書」、「授業アイディア例」は文部科学省国

立教育政策研究所のホームページから、それぞれダウンロードできます。 

（栃木県ホームページ＞教育・文化＞学校教育＞学習指導・学力向上） 
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「とちぎの子どもの基礎・基本」問題事例集〔基礎・基本編〕〔活用編〕 

 

とちぎの子どもたちの確かな学力向上のため

に 

授業改善に向けた３つの視点 

本県ではこれまで、「主体的に考え表現できる子どもを育てるために」、「平成２６年度とちぎの子ど

もの学力向上を図る授業改善例」、「とちぎの子どもの基礎・基本」問題事例集〔基礎・基本編〕〔活

用編〕などの資料を作成してきました。今回、新たに「平成２７年度全国学力・学習状況調査」の結果を踏

まえ、「とちぎの子どもたちの確かな学力向上のために ～授業改善に向けた３つの視点～」を作成しました。 

また、文部科学省からは、「報告書」、「授業アイディア例」など指導改善に向けた資料が出されています

ので、併せて御活用ください。 

平成２７年度全国学力・学習状況調査関連資料 

文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター 

平成２６年度とちぎの子どもの

学力向上を図る授業改善例  
主体的に考え表現できる

子どもを育てるために 

http://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/report/middle/math/
http://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/report/primary/lang/

